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織J"一一ーの三つがあり， またそれらおのおのの，種々のパリア Y トがある。
システムの環境的諸要因の変動に対する労働の再配分が，スポット市場を介し
て行なわれるのではなく，一つの内部組織の中で，管理的なノレール (adminis.
trati ve rules) にもとづいて行なわれる場合を， ドリンジ守ーとピオーリ幻は
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うとするところにある。アメリカで発展してきた経営財務論または企業金融論
(Fina孔ce，FinanciaI Management or Business Finance)では，従来，この
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したものではない。筆者の狙いは， ri総合電機メ カー J. I通信雄メー カー J， I電子材料メー
カー 」という三つの類型一一一沿革と技布司基盤を異にしているが共通面も存在し，したがってま
た競合関係も存在する三つの類型 を観察対象に含める乙とにある.



























8 (128) 第 130巻第3.4号
年度「経済白喜』に言及したが，この白書は，設備投資パフォーマ Y スに関す
る日米間の差の原因につい叱考楽Lτいる箇所で，加護野・野中・榊原・奥村
の研究山から次の二つの表 第 1去の③および⑤ を引用し， ζれに解釈
を加えている12)0 これbの表は，加護野たちが. 1980年 4月から 8月までの期
間に， 日本については東在一部および二部上場の製造業 1.031社に発送して291

















































設備投資決定のプロセスと基準 (1) (129) 9 
集計結果の一部である。第1表の③は，回答者に対して， rもっとも重要と考




っ部門」に 2点， rかなり影響力をもっ部門」に 3点， r多くの影響力をもっ部






















































(198C年度〉¥J仇 ② ① 有Fフ形④地固定 有資形@固庭定 ⑥ の(面〕 告 6耐が白7資産 資有形固産定 1社当り 1主l当ゴり 有資1私産Jr;投当回定資り 投他資の資そ産の 売仲上び尚率
総資産 総資産 期従業員数末 売上高売卜高 売と高 総資産(フロ〕 総資産品TZZ
14(6 %〉 20(E %〉 (百3万4円〉 1〈2百3万，9円28〉 Iく百05万，2円3〉5I| 〈百5万，5円1〉1 
3.2 4.3 0.13 
(4) 
民電貴(生2機7)用器 226.819 叫問 28.3 I 309.3 
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が，東芝では I重竜セクタ j， I軽竜セクターj，I産業用品レクトロニクス





















































いうまでもなく， GE社のこの組織改革は，ボストン・ヨンサノレティ :/ Jf・
グループ〈以下BCGと略記〕およびマッキ Yぜ一社という二つのコ Y叶ノレテ
ィング会社との協力のもとに行なわれたもので，新しい戦略立案の技法である
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認を要する。 この場合， 1件2，000万円未満のものほ事業部長， 2，000万円以上
1億円未満のものは事業グループの長が決裁Lうる。 1億円以上のものは本社
の決裁を要するが，社長室で判断して特に問題のないものは書類で決裁し，特
設備投資決定のプロセスと着準 (1) (147) 27 
に重要と思われるものは改めて副社長を議長とする審議会で検討した上で認可
する。特別投資の中で審議会にかかるものは，件数にして三分の一程度〔金額
では三分の三程度〕である。
??? ?、?
At上の設備投資決定のプロセスを調べることによって 1で提示した問題に
関して，すでに一つの重要な示唆が得られている。それは，設備投資案件の審
査に当り，原則的には投資収益率の数値が用いられていること しかLまた，
この数値にも左っく審査が可能であるのは，更新，増産，合理化とい η 売カテ
ゴリーの投資であり，技術的にある程度の定常状態に入った分野の投資である
こと一一ー である。 A社について観察されたプロセ旦のどの面が他社についても
一般化できるか，また事業部の本部と工場は，それぞれ，決定のどのような部
面を担当しているか，次号で見ることにしよう。
